
船舶事故等調査報告書 

平成２７年３月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４仙第８６号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２６年９月２２日 １３時１５分ごろ 

発生場所 山形県鶴岡市鼠
ねず

ケ関
が せ き

港西北西方沖 

鼠ケ関灯台から真方位２９０°７.６海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３８°３６.０９′ 東経１３９°２３.２７′） 

事故等調査の経過  平成２６年１０月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 遊漁船 弥彦
や ひ こ

丸、７.３トン 

   ２２０－１３２２５新潟、個人所有 

Ｂ プレジャーボート 海
うみ

猿
ざる

、２.６トン 

   ２１２－１３３０６山形、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船首外板に擦過傷 

Ｂ 左舷船首手すりに曲損、操舵室窓ガラスに破損 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、釣り客５人を乗せ、新潟県村上

市寝屋
ね や

漁港を出港し、釣り場へ向けて約７.７ノットの対地速力で自

動操舵により真方位約３２０°の針路で航行した。 

 船長Ａは、目視及び６Ｍレンジに設定したレーダーで、進路上に他

船がいないことを確認した後、レーダーのレンジを３Ｍに切り替え、

他船がいないことを再確認した。 

 船長Ａは、目視及びレーダーによる見張りを行っていたが、途中で

釣り客の１人が操舵室に入って来て釣りなどの話をしているうちに、

会話に夢中になって前方を見ずに航行を続けていたところ、平成２６

年９月２２日１３時１５分ごろ、鼠ケ関港西北西方沖において、Ａ船

の右舷船首部とＢ船の左舷船首部とが衝突した。 

 Ａ船は、自力で寝屋漁港に入港した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、知人１人を乗せ、鼠ケ関港西北

西方沖の釣り場において、機関を停止して船首からパラシュート型シ

ーアンカー（以下「パラアンカー」という。）を投入し、船首を北方

から北西方に向けて釣りを行っていた。 

 船長Ｂは、船尾方５００ｍ付近を航行するＡ船を視認し、その動静

を観察していたところ、Ａ船が針路を変えずに船尾方５０ｍ付近まで



接近したので、衝突の危険を感じ、慌てて操舵室に行って機関を始動

し、右舵一杯として全速力後進を掛けたものの、Ｂ船とＡ船が衝突し

た。 

 Ｂ船は、船長Ｂが海上保安庁に通報した後、自力で鶴岡市堅
かた

苔沢
のりざわ

漁

港に入港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ３、視界 良好 

海象：波向 北西、波高 約１ｍ 

 その他の事項 Ａ船のレーダーには、接近警報（他船が接近した際の警報）が備え

付けられていたものの、使用していなかった。 

Ａ船の釣り客は、操舵室にいた釣り客を除き、本事故当時、北西風

を直接受けるのを避けるために操舵室後方の船尾甲板中央部で飲酒し

ており、Ｂ船に接近していることに気付かなかった。 

船長Ａは、体質的に飲酒できなかった。 

船長Ｂは、ふだんから、漂泊しながら釣りを行っている際、漁船な

どが目前まで接近して避航するのを経験していたので、本事故当時も

Ａ船が、Ｂ船に接近して来ても、いずれＢ船を避航するものと思って

いた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、鼠ケ関港西北西方沖を北西進中、船長Ａが、釣り客との会

話に意識を集中し、見張りを行っていなかったことから、前路で漂泊

しているＢ船に気付かず、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、鼠ケ関港西北西方沖において、機関を停止し、船首からパ

ラアンカーを投入して漂泊中、船長Ｂが、船尾方から接近するＡ船を

視認した際、Ａ船がいずれＢ船を避航するものと思い、漂泊を続けた

ことから、Ａ船が船尾方約５０ｍに接近して危険を感じ、機関を始動

し、右舵一杯として全速力後進を掛けたものの、Ａ船と衝突したもの

と考えられる。 

原因  本事故は、鼠ケ関港西北西方沖において、Ａ船が北西進中、Ｂ船が

パラアンカーを投入して漂泊中、船長Ａが、操舵室内で釣り客との会

話に意識を集中し、見張りを行っておらず、また、船長Ｂが、船尾方

から接近するＡ船がいずれＢ船を避航するものと思い、漂泊を続けた

ため、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・航行中は、常時適切な見張りを行うこと。 

・漂泊中、接近する他船に対して見張りを行い、必要に応じて衝突

を避けるための動作を適切にとること。 
 


